
釜山における、戦前の日本人による清酒造り：釜山近代歴史博物館にて

 戦前までの朝鮮（韓国と北朝鮮）では、日本人が清酒を造っていた。終戦時点で119の清酒蔵元があった。朝鮮半島で清酒造りが始まったのは釜山から
で、少なくとも1880年代にさかのぼれる。「日本国外で、歴史上、世界で最も早くサケ醸造が行われたのは釜山」である。他の海外各国で清酒醸造が
始まったのは、アメリカと台湾が1900年代、ブラジルでは1930年代。

 釜山近代歴史博物館で、釜山における日本人の蔵元情報をお尋ねしたところ、学芸員のリュウさんがこの写真資料の書籍を教えてくれた。上の二枚は「本
嘉納商店（「菊正宗」）・釜山支店」と「山邑酒造（「櫻正宗」）・釜山支店」、そして現在のその場所を示すページ。この両社は、京城（ソウル）と馬山に醸造
所を設けていたので、釜山は販売店。

サケ watching in韓国の釜山 (Busan, Korea) @2016 (6/9ページ)

 下の写真は、釜山で清酒を醸造していた「福田醸造
場」のもの。 1883年（明治16年）に清酒醸造を始めた。
終戦時に朝鮮で営業していた119の清酒蔵元で「もっと
も創業年が古い蔵元」。

 1883年から終戦の1945年まで62年間、釜山で清酒醸

造を続けたので、戦前の朝鮮で「もっとも長期間存続し
た蔵元」でもある。

「菊正宗」
「山邑酒造・釜山支店」

「本嘉納商店・釜山支店」

「福田醸造場」
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 1883年は、日本による韓国併合（1910年）の実に27年前。福田醸造場より1～2年早く酒
の醸造を始めた人の記録もあるが、これらはすぐに廃業したようだ。 「福田醸造場」はある程
度の規模で相当期間存続した海外の清酒メーカーとしては「世界最古の蔵元」といえる。

picture : 「新編・釜山大観」 ISBN 978-89-5933-378-3、および、釜山近代歴史博物館の展示

→サケ watching in 韓国の釜山 (Busan, Korea)現代編から続く…..
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釜山における、戦前の日本人による清酒造り：地図による考察

 ①昭和初期の住宅図で「福田醸造場」の場所を見
る。現在の「釜山近代歴史博物館」（日本統治時
代の「東洋拓殖」）の西南のブロック、現在のチャガル
チ市場にある「大興寺」（日本統治時代当時の「本
願寺」）の北側のブロック、にあった事がわかる。当時
の住所は「釜山府西町」。

 ①昭和12年の福田醸造場の場所を→②明治41年
の地図→③明治34年の地図→④江戸末期の倭館

の地図、とさかのぼると、倭館・西館の「副特送使大
庁」の建物であったことがわかる。（「倭館」については
最終ページ参照）

 実際、「福田醸造場の建物には倭館の建物であっ
た、宋氏（倭館を管理していた対馬藩藩主）の家紋
が壁に残っていた」、という記述が残っている。写真の
建物は、倭館の建物そのものなのかもしれない。

 （お願い）釜山における、戦前や明治期における酒
造情報をお持ちの方は是非お知らせください。
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①昭和12年
（1937年）

③明治34年
（1901年）

②明治41年
（1908年）

④倭館の地図
(C1800-1850年） 倭館

副特送使大庁

「福田醸造場」

福田醸造場

picture : 釜山近代歴史博物館の展示、地図：①昭和12年発行の「大日本職業別明細図」 、②③は国立国会図書館所蔵の地図、④はウェブ上に
「釜山近代歴史博物館館長の羅さんからいただいた」として掲載されていた倭館の建屋配置と現在の地図を重ねたもの。なお、地図はすべて上が西。
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釜山のクラフトビール（ビール醸造所）

 韓国でも多くの小規模ビール醸造所が開業している。これは、釜山に隣接する東莱（トンネ）という温泉町にあるクラフトビール。「ホテル農心（ノンシム）」という
大型旅館に併設されたブルワリーレストラン。ブランド名はグラスに書かれたとおり、 Hurshimchung Brau （ ホシンチョン・ブロイ＝虚心庁ブロイ、「虚心庁」は、ホ
テル農心に付属する大型スパ施設の名前）。

 温泉の湯上り客がターゲット。日本で言えば湯布院ビールやオラホビールのイメージだが、席数規模はゆうに数倍。醸造設備は、ドイツのキャスパリ・シュルツ。
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 東莱温泉は、新羅時代には王がおとずれたという由
緒正しい温泉。

 1898年に日本は朝鮮と賃借契約を結び、日本人
専用の温泉旅館を作った。1909年には釜山から温

泉場までの市電、東莱（とうらい）線も開通。日本人
の朝鮮旅行では人気スポットだったそうだ。絵葉書は
戦前の東莱温泉のもの。

post cards = ex-libris Kita’s

朝鮮東莱温泉神社

東莱面温泉浴場

 クラフトビールのホテル農
心も、もともとは日本人の
富豪、豊田福太郎という
人が作った「蓬莱館」とい
う旅館だったそう。

「蓬莱館」（昭和12年発行の
「大日本職業別明細図」から）
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Titbits #1 釜山の「倭館」における、酒醸造

 釜山中心部にある「龍頭山」では、観光ポイントの「李舜臣の像」（豊臣秀吉の朝鮮出兵のとき日本軍を撃退した英雄）と「龍頭山タワー」に目を奪われて目
立たないが、広場の石碑に、日本語を含む4ヶ国語で、かつて龍頭山にあった「倭館」のことが記されている。

 「倭館」とは、江戸時代、対馬藩が所管した日本人居住地域。日本を代表して貿易、外交を行うため、塀で囲まれたなかに男性ばかり500人くらいが暮らして
いた。多くの建物があり、中には「酒屋」もあって、この酒屋は日本から運ばれた清酒の販売のほか、おそらく日本酒の醸造も行っていたと考えています。

 倭館は1876年（明治9年）に日本政府が引き継ぎ、以降この付近は日本人居住区になった。6-7ページの福田醸造所は、日本人居住区時代の造り酒屋。

Titbits #2 釜山の「おでん」

 漁業が盛んだった釜山は「おでん発祥の地」だそう。観光ガイドには載っていないが「おでん博
物館」なるものがある。釜山で練り物を製造するサムジン食品という会社が運営する。

sake watching in Busan/Korea (end of papers / 160513)

日本の文献では「酒屋」とい
う記述が多いが、韓国のこの
石碑の図では「新酒房」と書
かれている。名称からして酒
をつくりそう。

 釜山の練り物は確かにに旨い。1ページ記載の

「大阪おでん」も美味しく、日本酒にあっていた。
おでんとサケのコンビネーションをよしとする愛飲者
は、それだけを理由として釜山を訪問する価値が
ある。

 おでん博物館に飾って
あったセピア色の写真は
たぶんこの会社の皆さん
の園遊の図。 1960～
70年代だろう。一升壜

（清酒か焼酎だろう）が
何本も並ぶ。よき時代。

→ 付録（10.11ページ）に続く…..

「焼酒屋」と読める。焼
酎屋のこと？日本の文
献では見たことがない。



付録1：秀吉の朝鮮出兵 (10ページ)

Titbits #3 韓国・慶州の「仏国寺」にて

 新慶州駅まで、高速列車KTXで釜山から30分。慶州にある「仏国寺」はユネスコ世界遺産で、韓国一の仏教寺院として多くの観光客が
訪れる。建物や仏像も立派だが、屋根の下の韓風極彩色が美しく印象的。

 朝鮮には1500年代以前の木造建築がほとんど残っていない。仏国寺も1700年代の再建。理由は1592-1598年の秀吉の朝鮮出兵で、
そのとき全国レベルで重要な建築を焼き払った。奪われる前に朝鮮側が焼き払ったケースもあると言われるが、いずれにせよ原因は日本。

 写真は仏国寺内の案内板のひとつ。英語では「Japanese invasion （日本の侵攻）で焼失」と書いているが、日本語では「日本の侵攻」

ではなく「文禄の役で焼失」と記載。他の看板で、日本語表記部分を貼り紙で修正してあるものもいくつかあった。日本人観光客に配慮
して、「日本の侵攻」という表現をやめたのではないか、、、と想像した。

 ここを訪れる日本人は、「文禄の役」＝「秀吉の朝鮮侵攻」であることはもちろん、秀吉が朝鮮に侵攻した事すら知らない人が多数派では
ないだろうか。韓国人は例外なく秀吉の侵攻を知っている。知らない日本人がいることは、韓国人にとっていらだたしい事だろうと思う。

Titbits #4 京都の「耳塚」にて

 日本の京都国立博物館の近くに「耳塚」という史跡がある。看板によれば「秀吉
の朝鮮半島侵攻で、配下の武将が戦功のしるしに、朝鮮軍民の鼻や耳をそぎ、
塩漬けにして持ちかえった。この地に埋められ供養の儀がもたれた」

 「2万人分の耳と鼻が埋められている」（wikipedia）とのこと。軍民だけでなく、当

然民間人も多いだろう。（ぞっとする話だが、当時日本では、高級軍人はその首を
取ったが、足軽などは鼻や耳をとってその数を戦功の証にしたそうだ。）

 お隣、韓国との歴史は、近代だけでなく中世もよく知らねばならないと感じた。
sake watching in Busan/Korea (appendix / 160518/tk)



sake watching in Busan/Korea (appendix 2 / 160522/tk)

Titbits #5西洋古地図に見る、対馬・壱岐

 晴れた日は対馬から釜山が見える。日本と朝鮮は古来、対馬・壱岐を中継t通過点として交流した。
 15～18世紀の様々な西洋古地図で朝鮮と九州の間を拡大してみた。対馬と壱岐は、形や位置は現実と異なるが、概ね存在。釜山はでてこないが、釜山に人が集まり、
市街化し始めたのは19世紀。

maps = ex-libris Kita’s

付録2：釜山への道 (11ページ)


